
『鳴門教育大学小学校英語教育センター紀要』投稿・事嘩要項

投稿に当たって

1.本紀要への開高論文は鳴門教育大学小判交英語教育センター(以下「センター」とする)設立の目

的に沿っていること。

2.開高論文は，未公刊のものとし， 伽庁で掲載審査中でなし、ものに限る。

3.開高料は無料とする。

4.開高資格は，共同執筆者も含めて次の各項のし、ずれかに該当する者とする。

(1)本学(附属判交園も含む)の専任教員および大学院生

(2)小判交で、の英語教育に関心をもっ園内・国外の判交・大学の教員

(3)その他，紀要編集委員会が特に認めた者

5.樹高に際しては，研究論文・実際陪のいずれの範障で審査を希望するかを別紙「紀要論文審査申込

用紙J(センターWebページよりダウンロード可)に明記し，樹高論文と一緒に郵送すること。

6.開高に際しては，論文を A4判の上質紙を使用し，ワープロ・パソコンのワープロソフト等で横書き

に作成し，高品質印刷でプリントアウトしたものを3部(1部は正本 2部は査読用に氏名と所属機関名

を伏せたもの)を所定の期日までに提出すること。ページ数は印刷せず，論文右上角に鉛筆で記入する。

7.第一著者として投稿できる論文の数は 1編とする。ただし，センターが執筆を依頼した特別割高論

文を含む場合は 2編までとする。

8.樹高論文は紀要編集委員会によって審査され，掲載の適否が決定される。

9.審翫吉果は， I採用JI条削寸き採用JI不採用」の3段階で示され，その結果は開高者個人宛に通知さ

れる。審査に関する問い合わせは受け付けられなしL

10. I採用」となった場合は，すでに提出されている原稿(執筆要領で詳しく説明)が最終原稿となるため，

電子ファイル (FD，CD，メール添{寸等)のみを所定の期日までに提出すること。「条件付き採用」とな

った場合は，必要な修正等を施した後，高品質でプリントアウトした最終原稿1部と電子ファイルの両方

を所定の期日までに提出すること。

11.本紀要に掲載された論文の著イ伺雀は，著作者に帰属する。

ただし，鳴門教育大学に対して，利腕的に複製権，公衆送信権を許諾することとする。

12.論文の公開については，掲載が認められた時点で著者の許諾があったものとして取り扱う。特別な事

情によりWebページでの公開を許諾できない場合は，理白書を紀要編集委員会に提出し，非公開とする

ことに対して許諾を得るものとする。

13.個人のWebページや刊行物等に本紀要に掲載された論文を転載する場合には，事前に紀要編集委員

会の許諾を得なければならなし、。

14.樹高論文の締め切り 日・ 送付先等については，センターWebページを参照のこと。

事嘩に当たって

1.使用言語は日本語または英語とする。

2.論文の長さは，注・引用文献・グラフ・図表等を含めて， A4判用紙 10枚とする。グラフ ・図表等も

必ず当該頁の中に埋め込むものとする。

3.論文の構成は，論文題目 ・氏名 ・所属 ・要約 ・キーワード (3語)・本文 ・(注)・引用文献 ・(付録)

の!唄辛とする。なお，論文本文が和文の場合は氏名にローマ字を添えること。

4.氏名をローマ字表記する場合の姓名の!唄辛は母i語の表記の!唄辛(例:日本名の場合は Y品仏DATaro)

とする。論文本文が英語の場合も同様とする。

5.使用する文字のサイズは，次の通りとする。和文の場合は，論文題目 17ポイント(明朝体，以下同様)， 

氏名 13ポイント，所属機関名，要約・本文・(注)・引用文献等は 11ポイントを基準とし，英文の場合は

論文題目 18ポイント (TimesNew Roman，以下同様)，氏名 14ポイント，所属機関名，英文要約・本文・

(注)・引用文献等 12ポイントを基準とする。また，論文題目，要約(タイトル)はボールド(太字)と

する。
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6.上下3伽nm左右 25mmの余白を取り，和文の場合は本文 11ポイントで1頁40行 1行全角 40文字

とし， 英文の場合は本文 12ポイントで1頁40行 1行74-76文字を基本とする。

7.論文の 1ページ目の書き方については，別紙「プリントアウトサンプルJ(センターWebページより

ダ万ンロード可)に従うこととする。

8. 論文の各セクションに小タイトルを付けること。小タイトルは本文と同ーのポイント数でとし，セン

タリングするとともに，前後に 1行の空白行を設ける。さらに小タイトルの下にサブタイトルを設ける場

合には， (1)研究の背景 又は 1.1研究の背景 の様にし，左詰めにする。また，小タイトル，サブタイ

トルはボールド(丈宇)とする。

9.和文での句読点は 1，Jと ん」 とする。

10. 本文中で日本語での書籍に鰍しる場合は， 二費削~ ~で表記する(旧， friends!~，限語ノート』等)。

英語での書籍に角航る場合は，書名を斜体宇にする (Poreignlanguag，白 inprimaァeducation等)。

11.耕オのレッスンタイトル等に言及する場合は， 一富田瓜 1Jで表記する (ILes叩 n7What's仕1Is?J等)。

12.授業中での教師や学習者の英語での発言は，“ "で表記する(“G∞dmoming."等)。また， 日本語

での発言は， 一畳間瓜 1 Jで表記する (1わかりましたか」等)。

13.固有名詞や造語等は， ー費目瓜 1Jで表記する。

14. 日本語での会話文においては疑問符?等は表記しない (1こんな時どうしますか」等)。

15.本文中で数字を示す場合は， 一桁の数字は全角で， 二桁以上の数字は半角で示すことを基本とする。

16.引用文献の示し方および本文中での文献の引用方法については，Publication Manω10ft.舵 American

Psychological必'sociation(畑町側Psychologi，ωlAs削減ion，2009， 6th edition)に準拠すること。なお，詳細は

別紙 「文献の示し方」に従う こととする。

文献の示し方

l.引用文献 (References)には論文の中で言及されているもののみを示すこと。

2.個々の文献は，和洋の区別をせず，著者名のアルファベッ ト順に提示すること。

3.英語論文の号開文献に和文献を示す場合は，著者名のみローマ宇と漢字で示し，以下は日本語で示す

ものする。

日本語の文献の場合

(1)学術雑誌の論文

畑江期圭(2012) 1小判妙個語活動における『東吾絵本』の活用 コミュニケーション能力の素地を育む

ために一J~四国英語教育学会紀要』第 32 号， 17・28.

周 琳・伊東治己ο011)1中国における小判交英語教育の現状と展望J~~鳥門教育大学判交教育研究紀要』

第25号，101・106.

(2)論文集(単行本)の中の論文

兼重昇{2∞18) 1小判妙ト国語活動実践マニュアノレ」松川種子 .:;fç城賢(編者 ~I外国語活動」指導のポイ

ント~ (pp見ー104)東京:旺文干土

(3)単行本

伊東治己(編著)ο∞8)~アウトブ。ツト壷見の英語授業』東京:教育出版

(4)英語論文の引用文献に日本語の文献を含める場合

Iめ，H.(伊東治己)(2008) 1フィンランドにおける小学校英語担当教員養成システムに関する研究J~教育

実践学論集』第9号， 103-117. 

外国語の文献の場合

(1)学術雑誌の論文

Iω，H. (2010). P邸叩ltionsa加utEnglishl佃伊ageleaming among Fim帥 primarysch∞IIp叩ils:Does English 

l組伊静岡C凶 g出 a叩 bjectindu閃 disin鉛restAnnual R印刷iofEnglishμη炉停Educa伽 in.ft.仰向 21，

231-240. 

(2)論文集(単行本や学会のプロ、ンーディングヲの中の論文

内
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M紅むhes鈴au， G. & Kaneshige， N. (2∞5). An examination of飽創nteaching in Japanese English classr，∞，ms: 

hぉmationallessons for improving English 1組抑geeducation. Proceedings for Intl抑制。nalCo.排'rencefor

Education 2005 (University of Sing叩ore，Sing叩ore)，657-662. 

(3)単行本

S加n，H. (1967). For時nlanguag，白 inprimmァeぬcation.Oxford: Oxford University Press. 

(4) We  bページ上の情報

Counci1 of Ministers of Edu釧00， C組制aο∞1).Re]刀rton French-and English-language education in minority 

settings and the t，即 hingof English and Frenchωsecond languages 1995-96. Retrieved S叩蜘ber2， 2010 from 

CMEC Intemet site， http://www.cmec.ca 
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